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インターバンクの声 （2013 年 5 月 2 日） 

 

９７円台の円相場を保っていられるのも、この先さほど長い時間ではない

ような気がしてきた。 

４月１６日の朝、前日に中国の第１・四半期 GDP の伸び率の大幅な低下に

世界景気の後退が意識された中、米ボストン・マラソンでの爆破テロのニュ

ースでドルが急落した際の、下ひげ部分を除いたボックス部分の安値である

９７円とび台を意識した踏ん張りに見える展開だ。米連邦公開市場委員会

（FOMC）で、緩和政策の維持が発表される中、景気の動向に応じ資産買い入

れの拡大だけでなく縮小の用意もあるとの表明があったことにも救われたよ

うだ。 

やはり９６円台への積極的な円買いは、金曜日の米雇用統計の結果を確認

してからなのだろうか。昨日の ADP 雇用統計も予想を下回り、さらに前月分

の下方修正もあった。４月の ISM 製造業景況指数も予想を下回り、個別の内

容でも雇用の落ち込みが最も影響したことが確認できた。市場のバイアスは

明らかにドル売りになっているようだ。 
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